
  

       例年になく暑い夏の日々が続きましたが、 

      最近は朝夕の少しの涼を感じることができ 

るようになりました。自治協でも生涯学習部

会     会・青少年部会主管による行事があり、町民

相互及び世代間の交流が図られたものと感じています。準

備は大変ですが、皆さんの笑顔が素敵で よかったです！ 
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みんなで楽しんだ！ 「世代間交流ニュースポーツ大会」 

わたし、おばあちゃんやおじいちゃんと お話したよ！ 

             大雨警報発令のため延期になっていた「世代間交流ニュー       

スポーツ大会」を８月２７日(日)に崎辺地区公民館内におい 

て開催しました。日程が変更になり、参加者数を心配していまし 

たが、５か町から２２チーム計１６２名の参加者があり、佐世保市 

スポーツ推進委員の方々の協力を得て、楽しい時間を過ごすことが 

できました。 

 各チームごと、カローリング・ガラッキー・ラダゲッターという種目をローテーション表をも

とに移動しながら、ニュースポーツを楽しみました。種目に参加することが難しい幼児には、和

室でトリコロキューブというサイコロキューブを投げて楽しむゲームもすることができました。 

 本大会はスポーツ大会ですから、得点を競い合いますが、なによりも大切に考えていたのは、

子ども・保護者・高齢者の三世代が一堂に会して、活動を通して心の交流を図ることでした。同

じチームで大人が子どもに「がんばれ～」と励ます姿、大人の珍プレーをみて大笑いしながら一

緒になって活動している姿･･･。会場内に大きな笑い声と笑顔があふれていたことが嬉しくてたま

りませんでした。今号では、会場内で見られた参加者の皆さんの様子を紹介します。 

                        大集会室では、カローリングを楽しみまし

た。氷上スポーツのカーリングのような種目

で、ジェットローラーというストーンのよう 

な物を各チーム３回ずつ投げ得点を競い合いました。小学生のナイ 

イスショットに同じ町内の方々から拍手が送られたり、最後の一投 

で大逆転され、みんなで悔しがる姿が見られ、みんな夢中で･･･。 

              多目的室と教養室２で行ったスポーツ 

ガラッキーは、遠くにある円状コートにダーマという柔らかいボーリ 

ングのピンみなたいなダーマを６回投げて競う種目です。自分のチー 

ムのダーマが相手のダーマを囲めば加点があり、チーム内での協力が 

必要です。「あの辺に投げて！」という大人の声に応えてナイスショッ 

トをして褒められ、大満足の顔をした小学生の姿が印象的でした。                             
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理事会報告 ９月定例理事会の協議内容について、お知らせいたします。 

            和室では幼児向けの種目、トリコロキューブで遊びました。マット

にめがけてサイコロキューブを投げて得点を競い合いますが、今回は 

           楽しんでもらうためにチームではなく、個人で遊ぶようにしました。 

            幼児や小学生が３色のキューブを投げて楽しんでいました。 

 本館自慢のスライディングウォールを移動し、談話室と教養室１を 

合わせて作ったスペースで、ラダーゲッターを行いました。遠くに置 

かれた縦型のラダー(はしご)にヒモで繋いだゴム毬を投げ、ラダーに 

引っかかったら得点が入ります。みんな真剣に狙いを定め、チームの 

ために頑張っていました。ラダーに引っ掛けるのが難しく、知恵を絞 

り教え合う姿が、とても印象的でした。 

             最後は参加者全員が大集会室に集まり、選出された１０名による 

            「町対抗アジャタ」です。１００個のアジャタボール(お手玉)を籠 

            に入れたタイムを競いますが、１個だけある黒いアンカーボールを 

            必ず最後に入れなければ失格となります。全国大会も開かれるよう

な競技で、ボールの持ち方等様々な工夫があるようです。今回は、 

            アンカーボールは必ず小学生が投げるという特別ルールで行い、優

勝は「東天神町」で１分２４秒という素晴らしい記録でした。 

このアジャタには、１～５位まで賞品があるため、各町応援団から「がんばれ～」「もう少し 

高く投げて！」と大きな声援が飛び交い、大いに盛り上がりました。 

 閉会行事では、今回お世話してくださったスポーツ推進委員の方へ 

感謝の言葉を参加者全員で述べた後、アジャタの賞品と参加賞が渡さ 

れました。各町の会長さんが参加者全員に声をかけながら、参加賞を 

手渡されていたのが、とても心に残りました。 

 帰り際に参加賞を手にした小学生の女の子が、「うぁ～、きれい！」 

「うれしかぁ～、来てよかったね」と語ってくれていたのが嬉しくて･･･嬉しくて･･･。 

 

 昨年から始めた「世代間交流ニュースポーツ大会」は崎辺地区の行事として定着してきたと 

感じています。特に今回は、各町の役員さん方の協力により子どもや保護者の参加が多く、事 

業の目的が達成できたのではないかと思います。皆さんのご協力に心より感謝いたします。 
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(1) 「世代間交流ニュースポーツ大会」の反省 ･･･ 昨年より子ども世代の参加者が多く、大変 

  有意義な事業であった。（参加者 ： １６２名） 

(2) 「第４０回崎辺地区親睦球技大会」の反省 ･･･ 役員や各町参加者の協力があり、大いに盛

り上がった大会となった。応援も含めて約３６０名の参加者があり、他町との親睦や町内の 

  親睦が図れた事業であった。＜優勝：ソフトボール（東天神Ｂ）、ソフトバレー（東浜町２組）＞ 

(3) 「第５回崎辺地区公民館まつり」について話し合いました。当日までの各班の活動内容や準

備品等について検討し、１１月１日(水)の第２回実行委員会で最終確認を行います。 

(4) １１月２５日(土)の研修旅行について、総務部会で研修先等を検討することにしました。 

  ※ 「親睦球技大会」の様子については、１０月号で紹介します。 


